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　私は現在，“頭部外傷の神経病理”
を専門として実務と研究を行っている
が，この道を歩むきっかけとなったの
は，2005年に出版されて以来高い評
価を得ていた本書の初
版との出合いであった。
　5年間の米国研修の
中で，私は神経病理に
強く惹かれるようにな
ったが，2007年に帰
国した時点では，法医
学分野での専門を中枢
神経とするかどうか迷
っていた。なぜならそ
う，脳は「ややこしく
て，難しくて，とっつ
きにくい」からである。
しかし本書の初版に出
合って私の迷いは吹き
飛んだ。模式図を用い
たわかりやすく丁寧な
解説で神経病理の面白さを伝える本書
を読み，神経病理を学ぶことの楽しさ
に目覚めた私は，“頭部外傷の神経病
理”を生涯の専門分野とすることに決
めたのである。
　学会などで新井信隆先生の講演を聴
講した方ならご存じであろうが，新井
先生は講演が抜群にうまい。間違いな
く国内トップクラスだ。柔らかい語り
口ながら，講演中は一瞬たりとも退屈
させない。少し話は逸れるが，2016
年に私が日本法医病理学会の前身であ
る法医病理研究会の企画委員長に就任
した時にまず計画したのが，新井先生
を唯一の講師とする 2日間にわたる神
経病理セミナーであった。私としては
もちろん「新井先生でなければ意味が
ない」という気持ちで企画したもので
あったが，冷静に考えればこれはかな
り無謀な企画だ。なぜなら，もし新井
先生に何らかのトラブルが起こった場
合，2日間のセミナーが即中止となる
からだ。しかし，新井先生は長丁場の
セミナーを見事にやり遂げられ，参加
した法医関係者にも大好評，大満足の
セミナーとなった。そのセミナーでも
存分に発揮された，“専門外の人に神
経病理をわかりやすく教える技術”は
当然インデックスにも反映されている。

　さて，このように私の人生を変えた
本が 18年ぶりに改訂されると聞いて
心待ちにしていたが，期待をはるかに
超える充実した改訂となっていた。

　まず，フォントの種
類，文字の大きさの使
い分けなど，細かいと
ころまで気を配り，読
みやすさを追求した改
訂が行われたことは明
らかだ。そして驚くべ
きことに，初版でもす
でに好評であった模式
図は，今回全面改訂さ
れている。これはかな
りの手間であったはず
だ。初版を持っている
方はぜひとも新旧の模
式図を比較してみて欲
しい。また，「総論」
の前に，新たに 43ペー

ジにわたる「染色法」パートが追加さ
れている。しかもただ染色法を羅列す
るのではなく，「コスパのよい診断の
ポイント」として，限られた数の標本，
染色から正確な診断を行うことの重要
性を山登りに例えて説明しているのは
秀逸である（添えられた表も本当に素
晴らしい！）。神経病理を学び始めた
人がまず頭を悩ますことの 1つが，使
用される染色法の多さであるが，この
パートを読めばもう悩む必要はない。
　本来は法医学のトピックである「頭
部外傷」の章も文句のない仕上がりで
ある。今回大幅にページ数を増した本
章では，この分野における最新の重要
トピックである“硬膜境界細胞層”“揺
さぶられっ子症候群”“中村Ⅰ型”に
ついてもしっかり言及されており，新
井先生の法医学に関する知識の深さに
改めて驚かされた。現在も複数の法医
学講座から依頼を受けて，司法解剖の
神経病理学診断を積極的に行っておら
れる新井先生ならではの内容であろう。
　さらに，第 2版には何と「パラパラ
漫画」がついているのである。いやは
や，一体どこの病理医が自身の名著の
改訂を好機と見てパラパラ漫画に挑戦
するだろうか……（笑）。このように，
一流の神経病理医でありながらユーモ
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アにあふれた新井先生の人間性はイン
デックスの随所に反映されている。く
れぐれも細かい部分を読み飛ばさない
ことである。
　ところで，新井先生が 2019年に出
版された『マクロ神経病理学アトラス』
も素晴らしい本であった。あのような
美しい写真にあふれ，神経病理に関す
る実務を行う者にとって“かゆいとこ
ろに手が届きまくる”マクロのアトラ
スは世界的に見ても他にないと思う。
神経解剖や神経病理に特に興味のある
方は，インデックスとこのアトラスを
併用して実務を行われることを強くお
勧めする。
　あのときの私と同じように，中枢神
経の複雑さに不安を感じている皆さ

ん，そして今の私のように，自身の専
門分野の中で神経病理を極めていきた
いと考えている皆さん，この改訂版イ
ンデックスをもって実務に臨めば，中
枢神経に関する理解のプロセスは加速
し，脳について学ぶことが心底楽しく
なることは間違いない。
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私の人生を変えた本の
待ちに待った改訂版

　放射線が医学に貢献した程度は言葉
に尽くせない。MRI時代になっても単
純 X線検査はまだまだ重要であり，放
射線は検査と治療の両方で大きな役割
を担う。一方で，原発事故による放射能
漏れも忘れてはならない。
　放射線の研究は 1895年のレントゲン
による X線の発見に始まるが，放射線
の真の発見は 1896年のベクレル（ウラ
ン塩の研究中に）により，そして用語と
しての「radiation/radioactivity（放射線／
放射能）」を命名したのはポーランド人の女性マリア・スクロドフスカ（後の
キュリー夫人）である。彼女は「放射線はウラン元素の原子的属性」とした（キ
ュリー夫人著『ピエル・キュリー伝』，白水社：1959）。1903年，放射線の研
究でキュリー夫妻とベクレルにノーベル物理学賞が授与された。キュリー夫
人は 1911年にラジウムとポロニウムの発見でノーベル化学賞も授与され，
ノーベル賞を 2回受賞した唯一の女性である。筆者はパリを訪れた時，フー
コーの振り子で有名なパンテオンの地下にあるキュリー夫妻の墓に詣でるこ
とができて感無量であった。
　「放射線」という用語が日本で初出するのは，Google Scholarによれば 1896
年の薬學雑誌「Röntgen氏ノ X放射線ニ就テ」という論文である。論文では
ないが，物理学者の寺田寅彦が記した同年の日記に「獨逸ナル Röntgen氏ノ
發明ニカゝルＸ放射線ヲ應用シテ」という一文がある（「日国友の会」）。中国
での初出は 1909年の『理科通証』である（『新華外来詞詞典』）。
　一般の文章に「放射線」が最初に登場するのは，『日本国語大辞典』による
と，1928年の『夢声半代記』（徳川夢声著）にある「その一封を懐に入れたら，
まるでラヂウムの様に放射線を発して，胸のあたりがホヤッと暖かくなった」
という一文である。「放射線」が「放射状の線」の意で使用されるのは別にし
て，「日国友の会」では 1911年の『霊怪の研究』に「いく子の頭脳より一種
の放射線を発するを発見し」が投稿されており，夢声よりも早い。
　「放射線治療」を意味する irradiationの接頭語 irは inと同じで rの前に来る
時に irになる。接頭語 in＝irは「反対／否定」と「中へ」という二様の意味を
持っており，irregularや irrelevantは前者，irradiationは後者であって決して
radiationの否定ではない。なお，接頭語 inは lや mの前で ilや imになる。
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